
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 この度、熱海市の歴史文化施設である起雲閣において、本学経営情報学部３年生（渡邉研究室 11

名）が開発中の音声ガイドシステムのモニター調査を実施します。現在、『据え置き型』『携行型（ハ

ンディタイプ）』『二次元バーコード読み取り型』の３種類の音声ガイドシステムを開発しており、

どれが最も利用者の満足度や評価が高いかを調査します。また、年代ごとの利用傾向やニーズを把

握し、今後の音声ガイドシステム導入や施設運営の改善に活用することを目指し、歴史文化拠点の

DX 化を支援します。さらに、有人ガイドとの役割分担や、より快適な見学環境の実現に向けた基礎

データを得ることを目的とします。見学後に出口調査(アンケート)を実施し、性別・年代・居住地

などの基本属性に加え、音声ガイドの利用有無、満足度、利用したい機能、有料利用への意向など

を調査します。 

 

 報道機関の皆様におかれましては、当日取材（写真撮影可）をお願い致します。 

 

記 

 

   ＊日 時   2026年７月 12日（日） 午前 10時から午後４時まで 

   ＊会 場   起雲閣（〒413-0022 静岡県熱海市昭和町４− ２） 

   ＊参加学生  経営情報学部３年生 10名 

 

            

【本件に関するお問い合わせ先】 

        〒422-8526 静岡県静岡市駿河区谷田 52-1 

        静岡県立大学 経営情報学部 渡邉貴之 

        電話番号 054-264-5433 

        メールアドレス watanat（ここに@を入れる）u-shizuoka-ken.ac.jp 
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